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会議次第 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１）利用定員の確認について 

３ その他 

（１）こどもセンター開館時間及び休館日の見直しについて 

（２）令和２年１０月１日現在の保育所等利用待機児童数について 

（３）医療的ケア児の保育所等への受入れに関するガイドラインの

策定等について 

４ 閉 会 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

（審議を書面等で行った理由） 

 新型コロナウイルス感染症のまん延を防ぐために、委員等が一堂に会する方法に

より会議を開催することが困難であったため、書面により委員の意見を求め、回答

を得ることにより会議の開催に代えることとした。 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

（１） 利用定員の確認について 
 〇 今回の施設種別等の移行は、申請があった全ての施設が認可されたのか。また、

どのような基準で審査したのか。認定こども園等への移行、定員変更等の判断基

準や、今後も希望があれば積極的に認可していくのかについて、市の方針を伺い

たい。 

 〇 利用定員の設定は、待機児童の最も多い年齢層が配慮されることが望ましいた

め、子どもの人口の変化についても注視していく必要がある。 

 ● 申請があった施設は、各法令に定められる基準により、全て認可・認定される

見込みである。認定こども園等への移行については、審査を行い、基準に適合す

れば認可・認定することとしている。定員変更等については、地域の実情等を踏

まえ、個別に対応する方針である。 

  

３ その他 
（１）こどもセンター開館時間及び休館日の見直しについて 

 〇 こどもセンターは、子どもの居場所としてだけでなく、午前中は特に幼児をも

つ保護者の居場所にもなっている。開館前に来られている利用者もいるため、開

館時間が早いほうがよいと思っている利用者が多いのではないか。 

 ● 新型コロナウイルス感染拡大状況のなか、子どもたちに、より安全な環境を安

定的に提供する必要があることから、利用者やこどもセンター職員にアンケート

を実施した結果を踏まえ、消毒や施設メンテナンスなどの時間を設けるために、

開館時間及び休館日を見直したところである。 

 〇 感染防止のため、施設内消毒及びメンテナンスの必要性は理解できる。具体的

な作業内容と対応にあたる職員配置等について伺いたい。消耗品等の費用と作業

対応の人件費の増加が、運営におけるサービスの低下に繋がらないようにするこ
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と、また、コロナ禍の収束後は、再度見直しをすることが必要である。 

 ● 作業内容については、開館前に複数人の手が触れる場所の消毒、各部屋の換気、

入口に設置している消毒液や手洗い場の石鹸等の確認・補充などを実施している。

人件費は増加しておらず、消毒液等の消耗品費も通常の運営費には影響していな

い。コロナ禍の収束が見込める段階で、再度アンケート調査等を実施することを

検討している。 

 〇 休館日を増やすのであれば、日曜日ではなく、平日に設ける方がよいのではな

いか。 

 ● こどもセンターにおける利用状況調査の結果、曜日別の利用率は日曜日が最も

低い状況となっている。また、こどもセンターでは、月曜日から土曜日まで放課

後児童育成健全事業（児童クラブ）の役割を担っているため、日曜日以外に休館

日を設けることは難しい状況である。 

 〇 現在休止している、ふれあい親子サロンなどのこどもセンターで行っている行

事は、午前１０時からの開始のために午前９時３０分頃に集合して準備していた

が、開館時間が変更になると、開始時間についても変更を考えるということか。 

 ● ふれあい親子サロンは、感染防止対策を図った上での再開方法を検討しており、

こどもセンターの開館時間変更に伴う開始時間の変更についても、感染拡大状況

を踏まえつつ、再開方法と併せて検討していく。 

 

（２）令和２年１０月１日現在の保育所等利用待機児童数について 

 〇 昨年度との比較では、待機児童は減少しているようにみえるが、就学前児童数

が１，０００名近く減少していることを考えると、減少していない印象がある。

また、保留児童を含めると依然として保育需要に対応しきれていないともいえる。

保留児童の捉え方も含め、今後どのような対策を講じるのか、市の方針等につい

て伺いたい。 

〇 南区は待機児童数が多く、受入施設の設置や定員の拡大を図ってきたが、相模

大野においては、今後大型マンション建設予定もあり、人口の増加に伴う待機児

童の増加も考えられるのではないか。 

 ● 就学前児童数の減少の一方で、女性の就業の増加などにより、保育需要も増加

している状況である。相模大野周辺の大野南地区等の比較的需要が高い地区も含

め、待機児童の解消を図るため、今後も保育需要の動向を踏まえながら、すくす

く保育アテンダントによる相談支援の実施や、保育人材の確保、幼稚園の活用等

の取組を進めていく。 

 〇 ０・１歳児の数値が高くなっているのは、保護者が子育てと仕事の両立のため、

まずは、最も利用し易く、希望する園を特定しているためだと思う。各施設の立
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地により希望が集中するのはやむを得ないが、すくすく保育アテンダントの働き

だけでない、アイディアや工夫が、将来にむけて創出されることを期待する。 

 ● ご指摘のとおり、駅前などの特定の地域に保育の需要が集中している状況があ

る。すくすく保育アテンダントによる相談支援等の取組の他に、保育需要の増加

が見込まれる地区や年齢を対象に重点的な対策を講じ、受入人数の増加を図って

いく。 

 
（３）医療的ケア児の保育所等への受入れに関するガイドラインの策定等について 

 〇 ガイドライン検討委員会に、保育園関係の委員が含まれているか。現場の状況

の把握や意見を反映させるために、保育園関係者を含めるべきである。 
〇 ガイドライン検討委員会に、実際のケアにあたる看護師の位置付けはあるか。

また、医療的ケア児は保育士が対応するのか。対応のためには、各園に看護師の

配置が必要であると考える。 
〇 検討体制の中に、医療的ケア児の保護者などの市民は入らないのか。 
● ガイドライン検討委員会には、保育園関係者として、公立保育園の職員を委員

に含めている。私立保育園についても、園長会や支援保育に関する知見の深い施

設等からの意見を伺うとともに、看護師や保護者からの意見も確認し、反映して

いくことを検討している。より安全な医療的ケアの提供には、園に看護師の配置

が必要であると考えている。 
〇 令和５年度入所から運用を開始するにあたり、医療的ケア児の受入環境の今以

上の整備及び専門知識を有した人材の確保が必要である。 
● ガイドラインの策定と同時に、受入れに必要な人材の確保等の環境整備や、安

全な医療的ケアを提供するために必要な研修の在り方についても検討していく。 
 〇 医療的ケア児のうち、日常的に介助が必要な場合は、保育時間中は常に近くに

職員を配置する必要があり、職員配置基準どおりの職員数では受入れは極めて困

難である。幼稚園で受入れが少ないのは、職員配置に対する公的な支援が乏しい

こともあるため、ガイドライン策定と同時に職員配置に対する支援が不可欠であ

る。 
 ● 安全に医療的ケア児を受け入れるためには、手厚い職員配置が必要であること

は認識しており、そのために必要な施設に対する支援の在り方についても検討し

ていく。 
 〇 ガイドラインの策定は、他市での先行事例もあると思う。ぜひ、すべての子ど

もが質の高い教育を受けることができるＳＤＧｓの取組につながるものとして考

えていってほしい。アセスメント表の見直しについては、現在の各保育施設での

取組に不十分と思われる事項があるのか伺う。 
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 ● ガイドラインの策定は、ＳＤＧｓの目標・ターゲットの実現につながる面もあ

り、この点も踏まえ、取り組んでいきたいと考えている。また、アセスメント表

については、運用開始から約９年が経過しており、保育所等から見直しの必要性

についてご意見もいただいていることから、アンケート調査等を通じて課題等の

現状把握を行った上で、必要に応じて見直しを行っていく。 
 〇 現行の支援保育のアセスメント表は、医療的ケアの必要性を測る項目が主であ

り、発達障害を測る項目はほとんどなかった。医療的ケア児と発達障害児は、ア

セスメント方法は全く異なるため、医療的ケアと発達障害のアセスメントを別に

することは当然ながら、先行研究等を踏まえたアセスメント表を作ってもらいた

い。 
 ● 医療的ケア児を対象とした「ガイドライン」と、支援保育が必要な児童を対象

とした「アセスメント表」との切り分けは重要であり、この点も十分に考慮した

中で、ガイドラインの策定やアセスメント表の見直しに取り組んでいきたい。 
 〇 支援を必要とする子どもの保護者として、ガイドラインの策定はとても嬉しい

ことだと思う。同じ障害であっても、障害認定にそぐわない子どもの保護者は、

支援の枠から外れて何の支援も受けられないと苦しんでいる。子育てはとても大

変なことであるが、昨今は支援をしてくれるのが当たり前だと思っている保護者

も見受けられることから、子育ての中心は保護者だという認識が薄くなっている

のが気になる。行政や保育・教育関係者、医療関係等の専門家が一体となって子

育て中の保護者に伴走していってもらいたい。 
 ● 医療的ケアを必要とする子どもを取り巻く状況は、個々に応じて異なるが、ガ

イドラインの策定に当たっては、安全かつ適切に必要な支援が受けられるよう取

り組んでいきたい。 
 
＜委員からのその他の意見＞ 
 〇 新型コロナウイルス感染拡大のなかで、一人で入院、出産し、外への出歩きや

ふれあい親子サロン等の保護者同士の情報交換の場を持てなかった保護者が多い

と思うが、コロナ禍が始まった時に生まれた子どもたちも、もう１歳になる。そ

のような中で過ごした子どもや保護者の気持ちをくみとり、フォローしてあげら

れるとよいと思う。 
 ● ふれあい親子サロンについては、参加者が集中し、密集・密接の状況になるお

それが強いため、現在休止している状況である。しかしながら、親子の交流の場

の確保は大変重要なことと考えているため、地域の子育て広場やこどもセンター

の子育て広場は、感染防止対策を図りながら、実施しているところである。 
 〇 コロナ禍において、子どもたちの遊び場が少ない中、こどもセンターを利用し
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た保護者から、スタッフに「こんな時に何で来たのか」と言われ、利用しづらく

なったという話を聞いた。こどもセンターが利用できることがありがたいという

意見がある一方で、このような利用者へ対応がないよう、スタッフの資質向上に

努めてもらいたい。 
 ● 子どもやその保護者にとって、こどもセンターが居心地のよい場所となるため

には、職員の資質向上は大変重要であると考えている。このため、採用後間もな

い職員については、職員としての心構えや子どもへの接し方などの基礎的な研修

を、経験を積んだ職員については、支援が必要な児童への対応などの、より専門

的な応用研修を行っているところである。今後も、利用者が安心して安全に過ご

せるよう、職員の資質向上に努めていく。 
 
＜前回の会議の回答について＞ 
 〇 児童クラブの待機児童対策として挙げられていた、民間児童クラブとの連携と

はどのようなことか。また、民間児童クラブの減免措置家庭の育成料の補助につ

いて「市で減免額を補助することは、様々な課題がある」とあったが、課題とは

何か。 
 ● 民間児童クラブとの連携内容としては、情報交換会を開催して、運営に関する

意見や課題を伺い、児童クラブに関わる情報提供や情報共有、安定的な経営のた

めの助成や資質向上につながる研修の実施など支援施策の充実に努めており、こ

うした取組が民間児童クラブにおいての安定的な児童の受入れにつながること

で、待機児童対策にもつながると考えている。減免については、民間児童クラブ

では独自の運営方針に基づき育成料額を定めて徴収している中、独自の基準・判

断に基づいて行う減免額を市で補助することについては、考え方や課題を整理し

研究する必要がある。 
 〇 民間児童クラブとの情報交換会は、「必要に応じて開催」とあるが、具体的にど

のような時に開催されるのか。 
 ● 情報交換会は、市との連携に加え、民間児童クラブ相互での情報交換の場を目

的としており、民間児童クラブからは、個別に直接意見や話を伺うこともあるた

め、参加する事業者の負担とならないよう時機をみて開催していく。 
 〇 児童生徒の一人一台のタブレットＰＣを活用した学習について、コロナ禍後も

リモートを活用することになれば、不登校の児童生徒の有効な学習環境の充実に

つながると思う。 
 ● ＩＣＴを活用した自宅等での学習支援を行うことにより、必要な程度を超えて

不登校が長期にわたることを助長しないよう留意しながら、不登校児童生徒の一

人ひとりの状況に応じた各校の支援が一層充実したものになるよう、各校の好事
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例等の情報発信や個別のケースについての助言等を行っていく。 
 〇 タブレットＰＣの整備について、今後の効果的な活用のためにも、インターネ

ット環境が整わない家庭への Wi-Fi ルーターの貸出等の支援もあわせて進めてい

ただきたい。また、子どもや保護者にとって、学びや成長につながる大切な機会

である学校、地域、市の行事の中止が続いているため、いつ収束するかわからな

いコロナ禍の状況でも、代替事業を工夫するなど、子どもたちが心豊かに過ごせ

るようお願いしたい。 
 ● タブレットＰＣを活用した学習が始まる中で、家庭との連携を図りながら一人

ひとりの教育的ニーズに応じたＩＣＴの活用について検討を進めていく。また、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市の様々な行事が中止となっているが、

一部は感染拡大防止対策を行ったうえでの実施や代替行事などの対応をとってい

るものもあり、コロナ禍においても子どもたちが健やかに成長していけるよう、

引き続き取り組んでいく。 
 

４ 閉 会 
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相模原市子ども・子育て会議委員名簿 
（五十音順） 

 氏  名 推 薦 団 体 等 出 欠 

１  朝比奈 太 郎 相模原市私立保育園・認定こども園園長会 出 席 

２  大 木 真 理 相模原市立小学校長会 出 席 

３ ◎ 片 山 知 子 元 和泉短期大学児童福祉学科教授 出 席 

４  久 保 田 修 相模原商工会議所 出 席 

５  笹 野 和 子 公募市民 出 席 

６ ○ 園 田   巌 東京都市大学人間科学部准教授 出 席 

７  田 川 継 世 
一般社団法人 

相模原市ひとり親家庭福祉協議会 
出 席 

８  中 島 清 美 公募市民 出 席 

９  永 保 貴 章 
一般社団法人 

相模原市幼稚園・認定こども園協会 
出 席 

10  西 谷 八千代 
みらい子育てネット 

さがみはら連絡協議会 
出 席 

11  馬 場 眞由美 相模原市民生委員児童委員協議会 出 席 

12  藤 井 春 美 相模原市学童保育連絡協議会 出 席 

13  松 浦 千鶴子 
日本労働組合総連合会神奈川県連合会 

相模原地域連合 
出 席 

14  松 原 充 子 
特定非営利活動法人 

相模原市障害児者福祉団体連絡協議会 
出 席 

15  三 浦 友 則 相模原保育室連絡協議会 出 席 

◎ 会長 ○ 副会長 


